
序
章
　
イ
タ
リ
ア
が
映
画
大
国
で
あ
る
わ
け

（
一
）
イ
タ
リ
ア
映
画
と
日
本

　

こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
方
は
、「
映
画
大
国
イ
タ
リ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
驚
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ

リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ら
ま
だ
し
も
、
イ
タ
リ
ア
が
そ
う
だ
ろ
う
か
と
。
最
近
で
は
イ
タ
リ
ア
映
画
が
日
本
で
劇

場
公
開
さ
れ
る
の
は
年
に
五
、
六
本
。
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
韓
国
や
中
国
の
映
画
よ

り
も
少
な
い
た
め
、
そ
う
思
わ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
頃
ま

で
は
、
劇
場
で
公
開
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
映
画
の
数
は
年
に
約
二
〇
本
か
ら
三
〇
本
。
多
い
年
は
六
〇
本
前
後
が

公
開
さ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
上
回
っ
た
。
さ
ら
に
、
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
の
一
九
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
は
、
最
大
年
一
〇
〇
本
を
超
す
イ
タ
リ
ア
映
画
が
公
開
さ
れ
て
い
た
。

　

映
画
の
歴
史
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
映
画
の
重
要
度
は
、
そ
の
公
開
本
数
に
留と

ど

ま
ら
な
い
。
サ
イ
レ
ン
ト
期
、
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本
文
中
の
映
画
タ
イ
ト
ル
に
つ
づ
く
（　

）
の
中
の
西
暦
は
、
映
画
の
製
作
年
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
未
」
は
本
邦
未
公
開
、「
Ｖ
」
は
劇
場
公
開
せ
ず
に
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
み
発
売
さ
れ
た
作
品

で
す
。
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イ
タ
リ
ア
映
画
で
は
古
代
ロ
ー
マ
を
豪
華
な
セ
ッ
ト
で
描
く
「
史
劇
」
が
隆
盛
を
極
め
た
が
、
そ
れ
が
「
ア
メ

リ
カ
映
画
の
父
」
Ｄ
・
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
監
督
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
映
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ま
た
、
そ
の
同
時
期
に
「
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
」
と
呼
ば
れ
る
華
麗
な
女
優
の
出
演
す
る
映
画
が
世
界
を
魅
了
し
た
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
な
か
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
、

チ
ネ
チ
ッ
タ
撮
影
所
、
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
（
国
立
映
画
学
校
）
な
ど
が
次
々
に
創
設
さ
れ
、
世
界
に
先
ん
じ

て
国
家
が
映
画
産
業
を
支
え
る
仕
組
み
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
に
混
じ
っ
て
、
良
質
な
コ

メ
デ
ィ
や
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
の
先
駆
と
な
る
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

戦
後
す
ぐ
の
『
無
防
備
都
市
』（
一
九
四
五
年
）
や
『
自
転
車
泥
棒
』（
一
九
四
八
年
）
な
ど
の
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ

モ
の
運
動
は
、
日
本
で
は
黒
澤
明
や
今
井
正
な
ど
に
影
響
を
与
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
゠
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ

ー
ル
ら
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
を
生
み
出
し
、
現
代
映
画
の
原
型
と
な
っ
た
。

　

ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
か
ら
出
て
き
た
『
道
』（
一
九
五
四
年
）
の
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
、『
情
事
』（
一
九

六
〇
年
）
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
、『
山
猫
』（
一
九
六
三
年
）
の
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ

ィ
な
ど
が
き
ら
星
の
よ
う
に
活
躍
し
た
六
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
で
は
量
質
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
凌り

よ
う駕が

す

る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た
。
グ
ラ
マ
ー
な
女
優
た
ち
も
話
題
に
な
り
、
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
は
日
本
の
Ｃ
Ｍ
に

も
出
て
い
た
。

　

一
方
で
六
〇
年
代
以
降
は
、
イ
タ
リ
ア
製
の
西
部
劇
「
マ
カ
ロ
ニ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
」
も
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
た
。

あ
る
い
は
マ
リ
オ
・
バ
ー
ヴ
ァ
監
督
ら
に
よ
る
「
イ
タ
リ
ア
ン
・
ホ
ラ
ー
」、
さ
ら
に
は
「
モ
ン
ド
映
画
」
と

呼
ば
れ
る
残
酷
も
の
や
お
色
気
も
の
な
ど
の
大
衆
路
線
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。

　

近
年
も
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
『
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
』（
一
九
八
七
年
）、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ト
ル
ナ

ト
ー
レ
『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』（
一
九
八
八
年
）、
ロ
ベ
ル
ト
・
ベ
ニ
ー
ニ
『
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』（
一
九
九
七
年
）、
マ
ッ
テ
オ
・
ガ
ッ
ロ
ー
ネ
『
ゴ
モ
ラ
』（
二
〇
〇
八
年
）、
ル
カ
・
グ
ァ
ダ

ニ
ー
ノ
『
君
の
名
前
で
僕
を
呼
ん
で
』（
二
〇
一
七
年
）
な
ど
話
題
の
ヒ
ッ
ト
作
を
絶
え
ず
世
界
中
に
送
り
込
ん

で
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
は
、
れ
っ
き
と
し
た
「
映
画
大
国
」
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
朝
日
新
聞
社
に
つ
と
め
て
い
た
二
〇
〇
一
年
に
、「
イ
タ
リ
ア
映
画
祭
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
現
在
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
か
れ
、
毎
年
一
週
間
で
一
万
人
を
超
す
観
客
を
集
め
る
。
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
い
ま
だ
に
イ
タ
リ
ア
映
画
に
対
す
る
人
気
と
盛
り
上
が
り
が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
映
画
史
の
本
は
、
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
五

三
年
の
飯
島
正
著
『
イ
タ
リ
ア
映
画
史
』
が
長
い
あ
い
だ
唯
一
で
、
一
九
七
六
年
に
キ
ネ
マ
旬
報
社
の
『
世
界
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イ
タ
リ
ア
映
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古
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ロ
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マ
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豪
華
な
セ
ッ
ト
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描
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史
劇
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隆
盛
を
極
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た
が
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そ
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が
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ア
メ

リ
カ
映
画
の
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」
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Ｗ
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監
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と
す
る
ア
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リ
カ
映
画
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な
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た
。
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デ
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ば
れ
る
華
麗
な
女
優
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出
演
す
る
映
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世
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に
よ
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フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
な
か
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
、

チ
ネ
チ
ッ
タ
撮
影
所
、
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
（
国
立
映
画
学
校
）
な
ど
が
次
々
に
創
設
さ
れ
、
世
界
に
先
ん
じ

て
国
家
が
映
画
産
業
を
支
え
る
仕
組
み
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
に
混
じ
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て
、
良
質
な
コ

メ
デ
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や
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
の
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と
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る
作
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が
生
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出
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戦
後
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の
『
無
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』（
一
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五
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や
『
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転
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』（
一
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八
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の
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は
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で
は
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ど
に
影
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を
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の
ヌ
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ェ
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・
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を
生
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出
し
、
現
代
映
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の
原
型
と
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た
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モ
か
ら
出
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』（
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五
四
年
）
の
フ
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リ
コ
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フ
ェ
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ニ
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事
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一
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六
〇
年
）
の
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・
ア
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ト
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オ
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ニ
、『
山
猫
』（
一
九
六
三
年
）
の
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ

ィ
な
ど
が
き
ら
星
の
よ
う
に
活
躍
し
た
六
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
で
は
量
質
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
凌り

よ
う駕が

す

る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た
。
グ
ラ
マ
ー
な
女
優
た
ち
も
話
題
に
な
り
、
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
は
日
本
の
Ｃ
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に

も
出
て
い
た
。

　

一
方
で
六
〇
年
代
以
降
は
、
イ
タ
リ
ア
製
の
西
部
劇
「
マ
カ
ロ
ニ
・
ウ
エ
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タ
ン
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も
一
世
を
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し
た
。
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マ
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ヴ
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に
よ
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リ
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・
ホ
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に
は
「
モ
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ド
映
画
」
と

呼
ば
れ
る
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酷
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や
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気
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の
な
ど
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衆
路
線
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た
。
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イ
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一
九
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七
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）、
マ
ッ
テ
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・
ガ
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ロ
ー
ネ
『
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ラ
』（
二
〇
〇
八
年
）、
ル
カ
・
グ
ァ
ダ

ニ
ー
ノ
『
君
の
名
前
で
僕
を
呼
ん
で
』（
二
〇
一
七
年
）
な
ど
話
題
の
ヒ
ッ
ト
作
を
絶
え
ず
世
界
中
に
送
り
込
ん

で
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
は
、
れ
っ
き
と
し
た
「
映
画
大
国
」
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
朝
日
新
聞
社
に
つ
と
め
て
い
た
二
〇
〇
一
年
に
、「
イ
タ
リ
ア
映
画
祭
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
現
在
も
ゴ
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ル
デ
ン
ウ
ィ
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ク
に
開
か
れ
、
毎
年
一
週
間
で
一
万
人
を
超
す
観
客
を
集
め
る
。
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
い
ま
だ
に
イ
タ
リ
ア
映
画
に
対
す
る
人
気
と
盛
り
上
が
り
が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
映
画
史
の
本
は
、
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
五

三
年
の
飯
島
正
著
『
イ
タ
リ
ア
映
画
史
』
が
長
い
あ
い
だ
唯
一
で
、
一
九
七
六
年
に
キ
ネ
マ
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の
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世
界
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の
映
画
作
家
』
の
一
冊
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
映
画
史
／
イ
タ
リ
ア
映
画
史
」
と
い
う
形
で
吉
村
信
次
郎
が
書
い

て
い
る
の
み
だ
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ロ
・
ブ
ル
ネ
ッ
タ
著
の
分
厚
い
翻
訳
書
『
イ
タ
リ
ア
映

画
史
入
門
』
が
加
わ
っ
た
が
、
こ
れ
は
長
さ
も
内
容
も
専
門
書
に
近
い
。

　

こ
の
本
は
、
日
本
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
映
画
を
め
ぐ
る
長
年
の
欠
落
を
埋
め
る
べ
く
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
起

源
か
ら
現
在
ま
で
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
う
。

（
二
）
イ
タ
リ
ア
映
画
ら
し
さ
と
は
「
地
方
色
」

　

イ
タ
リ
ア
映
画
ら
し
さ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
私
は
イ
タ
リ
ア
映
画
と
言
え
ば
、
ま
ず
豊
か
な
大
地
や
森
や
海

の
濃
厚
な
色
あ
い
や
匂
い
を
思
い
出
す
。
映
画
は
、
匂
い
は
表
現
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

　

例
え
ば
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
『
揺
れ
る
大
地
』（
一
九
四
八
年
）。
本
作
は
シ
チ
リ
ア
の
貧
し
い
漁

村
に
暮
ら
す
人
々
の
過
酷
な
労
働
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
全
編
に
イ
ワ
シ
の
匂
い
が
漂
う
。
あ
る
い
は
、
ピ
エ

ル
・
パ
オ
ロ
・
パ
ゾ
リ
ー
ニ
の
『
テ
オ
レ
マ
』（
一
九
六
八
年
）
で
は
家
族
が
住
む
ミ
ラ
ノ
郊
外
の
豪
華
な
邸
宅

か
ら
、
ど
こ
と
な
く
倦け

ん

怠た
い

の
腐
臭
が
終
始
漂
う
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
の
『
１
９
０
０
年
』（
一
九
七

六
年
）
の
終
盤
、
フ
ァ
シ
ス
ト
に
勝
利
し
た
エ
ミ
リ
ア
゠
ロ
マ
ー
ニ
ャ
地
方
の
農
民
た
ち
が
持
つ
継
ぎ
は
ぎ
だ

ら
け
の
大
き
な
赤
い
旗
か
ら
は
、
乾
い
た
大
地
の
香
り
と
農
民
た
ち
の
喜
び
が
舞
う
。
パ
オ
ロ
＆
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

オ
・
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
兄
弟
の
『
カ
オ
ス
・
シ
チ
リ
ア
物
語
』（
一
九
八
四
年
）
の
最
後
の
回
想
シ
ー
ン
で
は
、
地

中
海
の
島
の
真
っ
白
な
丘
か
ら
ど
こ
ま
で
も
青
い
海
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
白
い
服
を
着
た
少
年
少
女
た
ち
の
姿

に
、「
こ
れ
ぞ
イ
タ
リ
ア
」
と
感
じ
入
っ
て
し
ま
う
。

　

考
え
て
み
た
ら
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
多
く
は
、
各
地
の
特
色
が
な
け
れ
ば
作
品
が
成
立
し
な
い
く
ら
い
、
そ

の
土
地
と
結
び
付
い
て
い
る
。
こ
の
地
方
色
の
強
さ
は
、
映
画
の
多
く
が
パ
リ
を
舞
台
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
映
画

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
『
戦
火
の
か
な
た
』（
一
九
四
六
年
）
は
連
合
国

軍
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
解
放
を
南
の
シ
チ
リ
ア
か
ら
、
ナ
ポ
リ
、
ロ
ー
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
エ
ミ
リ
ア
゠
ロ

マ
ー
ニ
ャ
州
の
山
の
中
の
僧
院
、
北
部
の
ポ
ー
川
ま
で
六
つ
に
分
け
て
描
く
。
こ
の
映
画
を
見
る
と
、
現
れ
る

各
地
の
光
景
が
ま
る
で
別
の
国
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
マ
ル
コ
・
ト
ゥ
リ
オ
・
ジ
ョ

ル
ダ
ー
ナ
監
督
が
六
時
間
超
で
半
世
紀
近
く
に
わ
た
る
物
語
を
描
く
『
輝
け
る
青
春
』（
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、

ロ
ー
マ
、
ト
リ
ノ
、
パ
レ
ル
モ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い
っ
た
都
市
が
順
に
舞
台
に
な
る
が
、
家
も
土
も
木
々
も
、

み
ん
な
色
も
形
も
違
う
。

　

こ
の
地
方
色
の
強
さ
は
、
現
在
「
イ
タ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
国
が
統
一
さ
れ
た
の
が
一
九
世
紀
後
半
と
、
最

近
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
理
由
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
イ
タ

リ
ア
統
一
運
動
は
一
八
世
紀
末
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
の
大
半
を
支
配
し
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
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の
映
画
作
家
』
の
一
冊
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
映
画
史
／
イ
タ
リ
ア
映
画
史
」
と
い
う
形
で
吉
村
信
次
郎
が
書
い

て
い
る
の
み
だ
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ロ
・
ブ
ル
ネ
ッ
タ
著
の
分
厚
い
翻
訳
書
『
イ
タ
リ
ア
映

画
史
入
門
』
が
加
わ
っ
た
が
、
こ
れ
は
長
さ
も
内
容
も
専
門
書
に
近
い
。

　

こ
の
本
は
、
日
本
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
映
画
を
め
ぐ
る
長
年
の
欠
落
を
埋
め
る
べ
く
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
起

源
か
ら
現
在
ま
で
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
う
。

（
二
）
イ
タ
リ
ア
映
画
ら
し
さ
と
は
「
地
方
色
」

　

イ
タ
リ
ア
映
画
ら
し
さ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
私
は
イ
タ
リ
ア
映
画
と
言
え
ば
、
ま
ず
豊
か
な
大
地
や
森
や
海

の
濃
厚
な
色
あ
い
や
匂
い
を
思
い
出
す
。
映
画
は
、
匂
い
は
表
現
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

　

例
え
ば
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
『
揺
れ
る
大
地
』（
一
九
四
八
年
）。
本
作
は
シ
チ
リ
ア
の
貧
し
い
漁

村
に
暮
ら
す
人
々
の
過
酷
な
労
働
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
全
編
に
イ
ワ
シ
の
匂
い
が
漂
う
。
あ
る
い
は
、
ピ
エ

ル
・
パ
オ
ロ
・
パ
ゾ
リ
ー
ニ
の
『
テ
オ
レ
マ
』（
一
九
六
八
年
）
で
は
家
族
が
住
む
ミ
ラ
ノ
郊
外
の
豪
華
な
邸
宅

か
ら
、
ど
こ
と
な
く
倦け

ん

怠た
い

の
腐
臭
が
終
始
漂
う
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
の
『
１
９
０
０
年
』（
一
九
七

六
年
）
の
終
盤
、
フ
ァ
シ
ス
ト
に
勝
利
し
た
エ
ミ
リ
ア
゠
ロ
マ
ー
ニ
ャ
地
方
の
農
民
た
ち
が
持
つ
継
ぎ
は
ぎ
だ

ら
け
の
大
き
な
赤
い
旗
か
ら
は
、
乾
い
た
大
地
の
香
り
と
農
民
た
ち
の
喜
び
が
舞
う
。
パ
オ
ロ
＆
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

オ
・
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
兄
弟
の
『
カ
オ
ス
・
シ
チ
リ
ア
物
語
』（
一
九
八
四
年
）
の
最
後
の
回
想
シ
ー
ン
で
は
、
地

中
海
の
島
の
真
っ
白
な
丘
か
ら
ど
こ
ま
で
も
青
い
海
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
白
い
服
を
着
た
少
年
少
女
た
ち
の
姿

に
、「
こ
れ
ぞ
イ
タ
リ
ア
」
と
感
じ
入
っ
て
し
ま
う
。

　

考
え
て
み
た
ら
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
多
く
は
、
各
地
の
特
色
が
な
け
れ
ば
作
品
が
成
立
し
な
い
く
ら
い
、
そ

の
土
地
と
結
び
付
い
て
い
る
。
こ
の
地
方
色
の
強
さ
は
、
映
画
の
多
く
が
パ
リ
を
舞
台
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
映
画

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
『
戦
火
の
か
な
た
』（
一
九
四
六
年
）
は
連
合
国

軍
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
解
放
を
南
の
シ
チ
リ
ア
か
ら
、
ナ
ポ
リ
、
ロ
ー
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
エ
ミ
リ
ア
゠
ロ

マ
ー
ニ
ャ
州
の
山
の
中
の
僧
院
、
北
部
の
ポ
ー
川
ま
で
六
つ
に
分
け
て
描
く
。
こ
の
映
画
を
見
る
と
、
現
れ
る

各
地
の
光
景
が
ま
る
で
別
の
国
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
マ
ル
コ
・
ト
ゥ
リ
オ
・
ジ
ョ

ル
ダ
ー
ナ
監
督
が
六
時
間
超
で
半
世
紀
近
く
に
わ
た
る
物
語
を
描
く
『
輝
け
る
青
春
』（
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、

ロ
ー
マ
、
ト
リ
ノ
、
パ
レ
ル
モ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い
っ
た
都
市
が
順
に
舞
台
に
な
る
が
、
家
も
土
も
木
々
も
、

み
ん
な
色
も
形
も
違
う
。

　

こ
の
地
方
色
の
強
さ
は
、
現
在
「
イ
タ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
国
が
統
一
さ
れ
た
の
が
一
九
世
紀
後
半
と
、
最

近
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
理
由
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
イ
タ

リ
ア
統
一
運
動
は
一
八
世
紀
末
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
の
大
半
を
支
配
し
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
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ン
が
失
脚
し
た
一
八
一
四
年
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
゠
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
の
ト
リ

エ
ス
テ
な
ど
を
除
い
て
統
一
が
な
さ
れ
た
の
が
、
一
八
七
〇
年
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
一
〇
ほ
ど
の
小
国
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
。
例
え
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
前
の
一
八
世
紀
末

の
地
図
を
見
る
と
、
北
か
ら
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
国
、
ト
レ
ン
ト
司
教
領
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
共
和
国
、
パ
ル
マ
公
国
、
モ
デ
ナ
公
国
、
ル
ッ
カ
共
和
国
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
、
教
皇
領
、
両
シ
チ
リ
ア

王
国
と
並
ん
で
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
わ
か
る
が
、
今
で
も
地
方
ご
と
に
風
景
も
建
物
も
習
慣
も
料
理
も

言
葉
も
相
当
に
違
う
。
イ
タ
リ
ア
語
が
多
少
で
き
て
も
、
ナ
ポ
リ
や
シ
チ
リ
ア
に
行
く
と
地
元
の
人
々
の
話
す

言
葉
は
半
分
も
理
解
で
き
な
い
。
前
述
の
『
揺
れ
る
大
地
』
は
シ
チ
リ
ア
方
言
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ

タ
リ
ア
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
て
い
る
。
最
近
の
映
画
で
も
、
ナ
ポ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
南
部
で
撮
影

さ
れ
た
映
画
に
は
イ
タ
リ
ア
語
字
幕
が
付
く
こ
と
が
多
い
。
地
方
ご
と
の
大
き
な
違
い
は
カ
メ
ラ
で
現
実
を
写

し
取
る
映
画
の
場
合
、
む
し
ろ
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

（
三
）「
地
方
色
」
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
へ

　

各
地
に
多
様
な
地
方
色
が
あ
る
こ
と
は
、
映
画
と
い
う
現
実
を
写
し
取
る
芸
術
に
お
い
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の

生
ま
れ
る
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
タ
リ
ア
映
画
と
言
え
ば
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
＝
「
新
し
い
リ
ア

リ
ズ
ム
」
が
有
名
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
製
作
さ
れ
た
『
無
防
備
都
市
』（
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ

監
督
、
一
九
四
五
年
）
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ロ
ー
マ
で
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を
描
き
、『
靴
み
が
き
』

（
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
監
督
、
一
九
四
六
年
）
は
ロ
ー
マ
で
占
領
軍
兵
士
相
手
に
靴
を
磨
く
二
人
の
少
年

を
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
映
画
は
戦
中
戦
後
の
厳
し
い
「
現
実
」
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
描
き
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
が
、
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
優
れ
た
イ
タ
リ
ア
映
画
を
語
る
時
に
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
と
い
う
言

葉
を
聞
か
な
い
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
審
査
員
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

マ
ッ
テ
オ
・
ガ
ッ
ロ
ー
ネ
監
督
『
ゴ
モ
ラ
』
に
つ
い
て
も
、
女
性
監
督
ア
リ
ー
チ
ェ
・
ロ
ル
ヴ
ァ
ケ
ル
が
二
〇

一
四
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
同
じ
く
審
査
員
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
『
夏
を
ゆ
く
人
々
』
に
つ
い
て
も
、

「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
が
言
及
さ
れ
る
。

　

映
画
史
家
と
し
て
名
高
い
故
リ
ー
ノ
・
ミ
チ
ケ
が
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
の
理

事
長
を
し
て
い
た
時
に
、
朝
日
新
聞
社
の
文
化
事
業
部
に
勤
務
し
て
い
た
私
は
、
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
持
つ
古

今
の
イ
タ
リ
ア
映
画
五
五
本
を
上
映
す
る
「
イ
タ
リ
ア
映
画
大
回
顧
」
を
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
（
現
・
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
企
画
し
た
。
そ
の
時
彼
に
「
イ
タ
リ
ア
映
画
全
体
に
共
通
し
て
見
ら

れ
る
中
心
的
な
特
徴
は
何
か
？
」
と
訊き

い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、「
現
実
と
の
緊
張
感
」
だ
っ
た
。

さ
ら
に
「
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
っ
た
倫
理
学
的
＝
美
学
的
意
味
で
の
〝
リ
ア
リ
ズ
ム
〟
は
、
イ
タ
リ
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ン
が
失
脚
し
た
一
八
一
四
年
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
゠
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
の
ト
リ

エ
ス
テ
な
ど
を
除
い
て
統
一
が
な
さ
れ
た
の
が
、
一
八
七
〇
年
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
一
〇
ほ
ど
の
小
国
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
。
例
え
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
前
の
一
八
世
紀
末

の
地
図
を
見
る
と
、
北
か
ら
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
国
、
ト
レ
ン
ト
司
教
領
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
共
和
国
、
パ
ル
マ
公
国
、
モ
デ
ナ
公
国
、
ル
ッ
カ
共
和
国
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
、
教
皇
領
、
両
シ
チ
リ
ア

王
国
と
並
ん
で
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
わ
か
る
が
、
今
で
も
地
方
ご
と
に
風
景
も
建
物
も
習
慣
も
料
理
も

言
葉
も
相
当
に
違
う
。
イ
タ
リ
ア
語
が
多
少
で
き
て
も
、
ナ
ポ
リ
や
シ
チ
リ
ア
に
行
く
と
地
元
の
人
々
の
話
す

言
葉
は
半
分
も
理
解
で
き
な
い
。
前
述
の
『
揺
れ
る
大
地
』
は
シ
チ
リ
ア
方
言
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ

タ
リ
ア
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
て
い
る
。
最
近
の
映
画
で
も
、
ナ
ポ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
南
部
で
撮
影

さ
れ
た
映
画
に
は
イ
タ
リ
ア
語
字
幕
が
付
く
こ
と
が
多
い
。
地
方
ご
と
の
大
き
な
違
い
は
カ
メ
ラ
で
現
実
を
写

し
取
る
映
画
の
場
合
、
む
し
ろ
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

（
三
）「
地
方
色
」
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
へ

　

各
地
に
多
様
な
地
方
色
が
あ
る
こ
と
は
、
映
画
と
い
う
現
実
を
写
し
取
る
芸
術
に
お
い
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の

生
ま
れ
る
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
タ
リ
ア
映
画
と
言
え
ば
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
＝
「
新
し
い
リ
ア

リ
ズ
ム
」
が
有
名
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
製
作
さ
れ
た
『
無
防
備
都
市
』（
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ

監
督
、
一
九
四
五
年
）
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ロ
ー
マ
で
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を
描
き
、『
靴
み
が
き
』

（
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
監
督
、
一
九
四
六
年
）
は
ロ
ー
マ
で
占
領
軍
兵
士
相
手
に
靴
を
磨
く
二
人
の
少
年

を
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
映
画
は
戦
中
戦
後
の
厳
し
い
「
現
実
」
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
描
き
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
が
、
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
優
れ
た
イ
タ
リ
ア
映
画
を
語
る
時
に
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
と
い
う
言

葉
を
聞
か
な
い
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
審
査
員
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

マ
ッ
テ
オ
・
ガ
ッ
ロ
ー
ネ
監
督
『
ゴ
モ
ラ
』
に
つ
い
て
も
、
女
性
監
督
ア
リ
ー
チ
ェ
・
ロ
ル
ヴ
ァ
ケ
ル
が
二
〇

一
四
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
同
じ
く
審
査
員
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
『
夏
を
ゆ
く
人
々
』
に
つ
い
て
も
、

「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
が
言
及
さ
れ
る
。

　

映
画
史
家
と
し
て
名
高
い
故
リ
ー
ノ
・
ミ
チ
ケ
が
映
画
実
験
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
の
理

事
長
を
し
て
い
た
時
に
、
朝
日
新
聞
社
の
文
化
事
業
部
に
勤
務
し
て
い
た
私
は
、
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
持
つ
古

今
の
イ
タ
リ
ア
映
画
五
五
本
を
上
映
す
る
「
イ
タ
リ
ア
映
画
大
回
顧
」
を
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
（
現
・
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
企
画
し
た
。
そ
の
時
彼
に
「
イ
タ
リ
ア
映
画
全
体
に
共
通
し
て
見
ら

れ
る
中
心
的
な
特
徴
は
何
か
？
」
と
訊き

い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、「
現
実
と
の
緊
張
感
」
だ
っ
た
。

さ
ら
に
「
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
っ
た
倫
理
学
的
＝
美
学
的
意
味
で
の
〝
リ
ア
リ
ズ
ム
〟
は
、
イ
タ
リ
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『ミラノの奇蹟』（1951年）

ア
映
画
界
が
背
負
う
十
字
架
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る＊
１

。

（
四
）
フ
ラ
ン
ス
映
画
に
は
な
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
性

「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
た
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
以
降
の
フ
ラ
ン

ス
映
画
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
映
画
が
フ
ラ
ン
ス
映
画
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
一
方
で
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

ま
ず
、
一
九
〇
八
年
の
『
ポ
ン
ペ
イ
最
後
の
日
』
に
始
ま
る
「
史
劇
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
も
の
が
あ
る
。
そ

の
代
表
作
と
言
わ
れ
る
『
カ
ビ
リ
ア
』（
一
九
一
四
年
）
は
紀
元
前
三
世
紀
の
古
代
ロ
ー
マ
と
カ
ル
タ
ゴ
の
ポ
エ

ニ
戦
争
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
カ
ル
タ
ゴ
の
モ
レ
ク
神
を
祀ま

つ

る
巨
大
な
神
殿
の
セ
ッ
ト
は
今
で
言
え
ば
Ｓ
Ｆ
に

近
い
。
ほ
か
に
も
『
ク
ォ
・
ヴ
ァ
ヂ
ス
（
何ど

処こ

へ
行
く
）』（
一
九
一
三
年
）
な
ど
の
壮
大
な
セ
ッ
ト
は
世
界
を
驚

か
せ
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
や
ア
メ
リ
カ
映
画
の
Ｄ
・
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
史
劇
は
戦

後
に
も
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
の
時
期
に
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ブ
ラ
ゼ
ッ
テ
ィ
監
督
『
フ
ァ
ビ
オ
ラ
』（
一
九
四
八

年
）
な
ど
の
歴
史
大
作
と
し
て
復
活
し
た
。

　

史
劇
よ
り
少
し
後
に
流
行
し
た
「
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
映
画
」
も
あ
る
意
味
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
呼
べ
る
。
演
劇
で

有
名
な
ス
タ
ー
女
優
が
中
心
と
な
っ
て
繰
り
広
げ
る
大
げ
さ
な
演
技
も
明
ら
か
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
え
て
い
る
。

こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
で
こ
と
さ
ら
栄
え
た
オ
ペ
ラ
の
影
響

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
ア
リ
ア
を

歌
い
上
げ
る
姿
自
体
が
ど
こ
か
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
映
画
と
し
て
知
ら
れ
る

デ
・
シ
ー
カ
の
『
ミ
ラ
ノ
の
奇
蹟
』（
一
九
五
一
年
）
の

終
わ
り
で
少
年
た
ち
が
ほ
う
き
で
空
を
飛
ぶ
シ
ー
ン
や
、

ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
に
強
い
影
響
を
受
け
た
フ
ェ
リ
ー
ニ

の
単
独
監
督
第
一
作
『
白
い
酋し

ゆ
う

長ち
よ
う
』（
一
九
五
二
年
）

で
新
婚
旅
行
中
の
新
妻
が
憧
れ
の
ス
タ
ー
に
会
っ
て
撮

影
現
場
に
ま
で
行
く
シ
ー
ン
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
七
〇
年
代
以
降
の
フ
ェ
リ
ー
ニ
は
さ
ら
に

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
要
素
が
増
し
て
ゆ
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
で
も
人
気
の
あ
る
「
マ
カ
ロ
ニ
・

ウ
エ
ス
タ
ン
」
＝
「
イ
タ
リ
ア
式
西
部
劇
」
も
そ
う
だ
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
本
来
の
ア
メ
リ
カ
西
部
劇
が
西
部
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、
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。

（
四
）
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ラ
ン
ス
映
画
に
は
な
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
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性

「
リ
ア
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」
と
い
う
言
葉
は
一
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五
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年
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末
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ら
始
ま
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た
ヌ
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ヴ
ェ
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・
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以
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ス
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に
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の
は
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フ
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ま
ず
、
一
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八
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の
『
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ン
ペ
イ
最
後
の
日
』
に
始
ま
る
「
史
劇
」
と
呼
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史
も
の
が
あ
る
。
そ

の
代
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と
言
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る
『
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』（
一
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一
四
年
）
は
紀
元
前
三
世
紀
の
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マ
と
カ
ル
タ
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の
ポ
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争
を
描
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も
の
だ
が
、
カ
ル
タ
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の
モ
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ク
神
を
祀ま
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る
巨
大
な
神
殿
の
セ
ッ
ト
は
今
で
言
え
ば
Ｓ
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に

近
い
。
ほ
か
に
も
『
ク
ォ
・
ヴ
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ヂ
ス
（
何ど

処こ

へ
行
く
）』（
一
九
一
三
年
）
な
ど
の
壮
大
な
セ
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ト
は
世
界
を
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せ
、
ド
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主
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や
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の
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グ
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に
大
き
な
影
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を
与
え
た
。
史
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は
戦

後
に
も
ネ
オ
レ
ア
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ズ
モ
の
時
期
に
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ブ
ラ
ゼ
ッ
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ィ
監
督
『
フ
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ビ
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ラ
』（
一
九
四
八

年
）
な
ど
の
歴
史
大
作
と
し
て
復
活
し
た
。

　

史
劇
よ
り
少
し
後
に
流
行
し
た
「
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
映
画
」
も
あ
る
意
味
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
呼
べ
る
。
演
劇
で

有
名
な
ス
タ
ー
女
優
が
中
心
と
な
っ
て
繰
り
広
げ
る
大
げ
さ
な
演
技
も
明
ら
か
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
え
て
い
る
。

こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
で
こ
と
さ
ら
栄
え
た
オ
ペ
ラ
の
影
響

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
ア
リ
ア
を

歌
い
上
げ
る
姿
自
体
が
ど
こ
か
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
映
画
と
し
て
知
ら
れ
る

デ
・
シ
ー
カ
の
『
ミ
ラ
ノ
の
奇
蹟
』（
一
九
五
一
年
）
の

終
わ
り
で
少
年
た
ち
が
ほ
う
き
で
空
を
飛
ぶ
シ
ー
ン
や
、

ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
に
強
い
影
響
を
受
け
た
フ
ェ
リ
ー
ニ

の
単
独
監
督
第
一
作
『
白
い
酋し

ゆ
う

長ち
よ
う
』（
一
九
五
二
年
）

で
新
婚
旅
行
中
の
新
妻
が
憧
れ
の
ス
タ
ー
に
会
っ
て
撮

影
現
場
に
ま
で
行
く
シ
ー
ン
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
七
〇
年
代
以
降
の
フ
ェ
リ
ー
ニ
は
さ
ら
に

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
要
素
が
増
し
て
ゆ
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
で
も
人
気
の
あ
る
「
マ
カ
ロ
ニ
・

ウ
エ
ス
タ
ン
」
＝
「
イ
タ
リ
ア
式
西
部
劇
」
も
そ
う
だ
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
本
来
の
ア
メ
リ
カ
西
部
劇
が
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部
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開
拓
の
正
義
感
や
詩
情
を
描
く
の
に
対
し
て
、
男
た
ち
の
血
と
汗
を
描
く
リ
ア
リ
ズ
ム
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
た
り
、
残
酷
な
シ
ー
ン
を
続
け
た
り
、
オ
ペ
ラ
の
ア

リ
ア
の
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
と
テ
ー
マ
音
楽
を
流
す
ス
タ
イ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

同
じ
く
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
「
イ
タ
リ
ア
ン
・
ホ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
恐
怖
映
画
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
珍
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
一
つ
だ
ろ
う
。『
血
ぬ
ら
れ
た
墓
標
』（
一
九
六
〇
年
）
の

マ
リ
オ
・
バ
ー
ヴ
ァ
に
始
ま
っ
て
『
サ
ス
ペ
リ
ア
』（
一
九
七
七
年
）
の
ダ
リ
オ
・
ア
ル
ジ
ェ
ン
ト
や
『
サ
ン
ゲ

リ
ア
』（
一
九
七
九
年
）
の
ル
チ
オ
・
フ
ル
チ
に
い
た
る
ホ
ラ
ー
映
画
の
数
々
は
ア
メ
リ
カ
映
画
を
は
じ
め
世
界

中
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

二
〇
一
八
年
に
人
気
監
督
の
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
が
『
サ
ス
ペ
リ
ア
』
を
リ
メ
イ
ク
し
た
よ
う
に
、
ホ
ラ

ー
志
向
は
今
も
続
く
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
地
方
色
を
伴
う
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
調
に
し
な

が
ら
も
、
時
お
り
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
な
映
画
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
五
）
イ
タ
リ
ア
映
画
の
国
際
性

　

イ
タ
リ
ア
映
画
に
多
く
の
外
国
人
俳
優
が
出
て
い
た
り
、
イ
タ
リ
ア
の
監
督
が
海
外
で
活
躍
し
た
り
す
る
の

が
気
に
な
っ
た
映
画
フ
ァ
ン
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
の

『
１
９
０
０
年
』
の
主
演
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
ゥ
パ
ル

デ
ュ
ー
と
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
ダ
だ
し
、
最
近
だ
と
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
監
督
の
『
君
の
名
前
で
僕
を
呼
ん

で
』
の
主
演
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
シ
ャ
ラ
メ
で
、
作
中
で
も
英
語
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ス
語
、

イ
タ
リ
ア
語
が
入
り
混
じ
る
。

　

実
は
こ
れ
も
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
映
画
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
品
は
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、
有

名
な
監
督
に
限
っ
て
述
べ
た
い
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
も
と
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
・
ス
タ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
が
や
っ
て
き
て
『
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
』（
一
九
五
〇
年
）
を
は
じ
め

と
し
て
六
本
の
作
品
を
残
し
た
。
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
『
若
者
の
す
べ
て
』（
一
九
六
〇
年
）
は
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
と
ア
ニ
ー
・
ジ
ラ
ル
ド
が
主
演
だ
し
、
次
の
『
山
猫
』
に
は
ド
ロ
ン
に
加
え
て
バ

ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
が
出
て
い
る
。『
地
獄
に
堕お

ち
た
勇
者
ど
も
』（
一
九
六
九
年
）、『
ベ
ニ
ス
に
死
す
』（
一

九
七
一
年
）
と
い
っ
た
「
ド
イ
ツ
三
部
作
」
に
は
ダ
ー
ク
・
ボ
ガ
ー
ド
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
バ
ー
ガ
ー
な
ど
が
出

て
お
り
『
家
族
の
肖
像
』（
一
九
七
四
年
）
に
は
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
と
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
バ
ー
ガ
ー
が
出
て

い
る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
と
の
合
作
『
終
着
駅
』（
一
九
五
三
年
）
で
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

19　　序章　イタリアが映画大国であるわけ 18

123456789101112131415123456789101112131415 p.18

DEC
１
…
岡
本　

２
…
角
原　

３
…
角
原　

４
…　
　
　

校
了
…　
　

集
英
社
新
書
2
月
刊　

永
遠
の
映
画
大
国
イ
タ
リ
ア
名
画
１
２
０
年
史



開
拓
の
正
義
感
や
詩
情
を
描
く
の
に
対
し
て
、
男
た
ち
の
血
と
汗
を
描
く
リ
ア
リ
ズ
ム
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
た
り
、
残
酷
な
シ
ー
ン
を
続
け
た
り
、
オ
ペ
ラ
の
ア

リ
ア
の
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
と
テ
ー
マ
音
楽
を
流
す
ス
タ
イ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

同
じ
く
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
「
イ
タ
リ
ア
ン
・
ホ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
恐
怖
映
画
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
珍
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
一
つ
だ
ろ
う
。『
血
ぬ
ら
れ
た
墓
標
』（
一
九
六
〇
年
）
の

マ
リ
オ
・
バ
ー
ヴ
ァ
に
始
ま
っ
て
『
サ
ス
ペ
リ
ア
』（
一
九
七
七
年
）
の
ダ
リ
オ
・
ア
ル
ジ
ェ
ン
ト
や
『
サ
ン
ゲ

リ
ア
』（
一
九
七
九
年
）
の
ル
チ
オ
・
フ
ル
チ
に
い
た
る
ホ
ラ
ー
映
画
の
数
々
は
ア
メ
リ
カ
映
画
を
は
じ
め
世
界

中
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

二
〇
一
八
年
に
人
気
監
督
の
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
が
『
サ
ス
ペ
リ
ア
』
を
リ
メ
イ
ク
し
た
よ
う
に
、
ホ
ラ

ー
志
向
は
今
も
続
く
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
地
方
色
を
伴
う
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
調
に
し
な

が
ら
も
、
時
お
り
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
な
映
画
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
五
）
イ
タ
リ
ア
映
画
の
国
際
性

　

イ
タ
リ
ア
映
画
に
多
く
の
外
国
人
俳
優
が
出
て
い
た
り
、
イ
タ
リ
ア
の
監
督
が
海
外
で
活
躍
し
た
り
す
る
の

が
気
に
な
っ
た
映
画
フ
ァ
ン
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
の

『
１
９
０
０
年
』
の
主
演
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
ゥ
パ
ル

デ
ュ
ー
と
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
ダ
だ
し
、
最
近
だ
と
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
監
督
の
『
君
の
名
前
で
僕
を
呼
ん

で
』
の
主
演
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
シ
ャ
ラ
メ
で
、
作
中
で
も
英
語
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ス
語
、

イ
タ
リ
ア
語
が
入
り
混
じ
る
。

　

実
は
こ
れ
も
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
映
画
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
品
は
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、
有

名
な
監
督
に
限
っ
て
述
べ
た
い
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
の
も
と
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
・
ス
タ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
が
や
っ
て
き
て
『
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
』（
一
九
五
〇
年
）
を
は
じ
め

と
し
て
六
本
の
作
品
を
残
し
た
。
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
『
若
者
の
す
べ
て
』（
一
九
六
〇
年
）
は
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
と
ア
ニ
ー
・
ジ
ラ
ル
ド
が
主
演
だ
し
、
次
の
『
山
猫
』
に
は
ド
ロ
ン
に
加
え
て
バ

ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
が
出
て
い
る
。『
地
獄
に
堕お

ち
た
勇
者
ど
も
』（
一
九
六
九
年
）、『
ベ
ニ
ス
に
死
す
』（
一

九
七
一
年
）
と
い
っ
た
「
ド
イ
ツ
三
部
作
」
に
は
ダ
ー
ク
・
ボ
ガ
ー
ド
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
バ
ー
ガ
ー
な
ど
が
出

て
お
り
『
家
族
の
肖
像
』（
一
九
七
四
年
）
に
は
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
と
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
バ
ー
ガ
ー
が
出
て

い
る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
と
の
合
作
『
終
着
駅
』（
一
九
五
三
年
）
で
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
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ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
、『
紳
士
泥
棒　

大
ゴ
ー
ル
デ
ン
作
戦
』（
一
九
六
六
年
）
に

ピ
ー
タ
ー
・
セ
ラ
ー
ズ
、『
女
と
女
と
女
た
ち
』（
一
九
六
七
年
）
の
シ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ク
レ
ー
ン
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
で
は
『
道
』（
一
九
五
四
年
）
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
イ
ン
に
始
ま
っ
て
、

『
甘
い
生
活
』（
一
九
六
〇
年
）
の
ア
ニ
タ
・
エ
ク
バ
ー
グ
と
ア
ヌ
ー
ク
・
エ
ー
メ
、『
カ
サ
ノ
バ
』（
一
九
七
六

年
）
の
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
印
象
に
残
る
。

「
イ
タ
リ
ア
式
西
部
劇
」
に
お
い
て
は
セ
ル
ジ
オ
・
レ
オ
ー
ネ
監
督
『
荒
野
の
用
心
棒
』（
一
九
六
四
年
）
の
ク

リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
を
は
じ
め
と
し
て
、
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ク
リ
ー
フ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
、

ル
ー
・
カ
ス
テ
ル
な
ど
外
国
人
が
多
い
。
ま
た
同
じ
六
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
ホ
ラ
ー
映
画
に
も
多
数
の
外
国
人

が
出
て
い
る
。
セ
ル
ジ
オ
・
レ
オ
ー
ネ
が
当
初
ボ
ブ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア

の
俳
優
や
監
督
が
英
語
の
名
前
を
名
乗
っ
て
い
る
場
合
さ
え
あ
る
。

　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
監
督
は
『
欲
望
』（
一
九
六
六
年
）
以
降
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル

ッ
チ
監
督
は
『
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
』（
一
九
八
七
年
）
以
降
に
何
本
も
海
外
で
撮
影
し
て
い
る
。
現
代
で
は
前

述
の
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
監
督
や
『
幸
せ
の
ち
か
ら
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ム
ッ
チ
ー
ノ
監
督

が
外
国
で
活
躍
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
日
本
を
含
む
世
界

を
席せ

つ

巻け
ん

し
て
い
た
。
海
外
に
売
り
込
む
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
と
合
作
を
し
、
多
く
の
外
国
人
俳
優

を
起
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
映
画
が
不
況
に
陥
っ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
海
外
に
進
出
し
て

活
躍
す
る
監
督
が
増
え
た
。
俳
優
の
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ゴ
リ
ー
ノ
や
モ
ニ
カ
・
ベ
ル
ッ
チ
、
ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
ジ

ャ
ン
ニ
ー
ニ
、
撮
影
監
督
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ス
ト
ラ
ー
ロ
や
カ
ル
ロ
・
デ
ィ
・
パ
ル
マ
も
そ
う
で
あ
る
。
イ

タ
リ
ア
映
画
の
こ
の
「
国
際
性
」
は
「
地
方
色
」
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
両
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
「
地
方
色
」、「
リ
ア
リ
ズ
ム
」、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」、「
国
際
性
」
を
中
心

に
約
一
二
〇
年
も
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
。
次
章
か
ら
は
、
全
八
章
に
わ
た
っ
て
一
九
〇
五
年
か
ら
現
代
に
い

た
る
ま
で
の
歴
史
を
見
て
い
こ
う
。
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ー
・
ジ
ョ
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ン
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と
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
、『
紳
士
泥
棒　

大
ゴ
ー
ル
デ
ン
作
戦
』（
一
九
六
六
年
）
に

ピ
ー
タ
ー
・
セ
ラ
ー
ズ
、『
女
と
女
と
女
た
ち
』（
一
九
六
七
年
）
の
シ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ク
レ
ー
ン
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
で
は
『
道
』（
一
九
五
四
年
）
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
イ
ン
に
始
ま
っ
て
、

『
甘
い
生
活
』（
一
九
六
〇
年
）
の
ア
ニ
タ
・
エ
ク
バ
ー
グ
と
ア
ヌ
ー
ク
・
エ
ー
メ
、『
カ
サ
ノ
バ
』（
一
九
七
六

年
）
の
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
印
象
に
残
る
。

「
イ
タ
リ
ア
式
西
部
劇
」
に
お
い
て
は
セ
ル
ジ
オ
・
レ
オ
ー
ネ
監
督
『
荒
野
の
用
心
棒
』（
一
九
六
四
年
）
の
ク

リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
を
は
じ
め
と
し
て
、
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ク
リ
ー
フ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
、

ル
ー
・
カ
ス
テ
ル
な
ど
外
国
人
が
多
い
。
ま
た
同
じ
六
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
ホ
ラ
ー
映
画
に
も
多
数
の
外
国
人

が
出
て
い
る
。
セ
ル
ジ
オ
・
レ
オ
ー
ネ
が
当
初
ボ
ブ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア

の
俳
優
や
監
督
が
英
語
の
名
前
を
名
乗
っ
て
い
る
場
合
さ
え
あ
る
。

　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
監
督
は
『
欲
望
』（
一
九
六
六
年
）
以
降
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル

ッ
チ
監
督
は
『
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
』（
一
九
八
七
年
）
以
降
に
何
本
も
海
外
で
撮
影
し
て
い
る
。
現
代
で
は
前

述
の
ル
カ
・
グ
ァ
ダ
ニ
ー
ノ
監
督
や
『
幸
せ
の
ち
か
ら
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ム
ッ
チ
ー
ノ
監
督

が
外
国
で
活
躍
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
日
本
を
含
む
世
界

を
席せ
つ

巻け
ん

し
て
い
た
。
海
外
に
売
り
込
む
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
と
合
作
を
し
、
多
く
の
外
国
人
俳
優

を
起
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
映
画
が
不
況
に
陥
っ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
海
外
に
進
出
し
て

活
躍
す
る
監
督
が
増
え
た
。
俳
優
の
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ゴ
リ
ー
ノ
や
モ
ニ
カ
・
ベ
ル
ッ
チ
、
ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
ジ

ャ
ン
ニ
ー
ニ
、
撮
影
監
督
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ス
ト
ラ
ー
ロ
や
カ
ル
ロ
・
デ
ィ
・
パ
ル
マ
、
音
楽
の
エ
ン
ニ

オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
も
そ
う
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
映
画
の
こ
の
「
国
際
性
」
は
「
地
方
色
」
と
矛
盾
す
る
こ
と
な

く
、
両
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は
「
地
方
色
」、「
リ
ア
リ
ズ
ム
」、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」、「
国
際
性
」
を
中
心

に
約
一
二
〇
年
も
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
。
次
章
か
ら
は
、
全
八
章
に
わ
た
っ
て
一
九
〇
五
年
か
ら
現
代
に
い

た
る
ま
で
の
歴
史
を
見
て
い
こ
う
。
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